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台
風
被
害
に
際
し
て

　
　
多
く
の
ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
・
義
援
金
総
額
８
１
６
０
万
１
５
４
３
円

　

総
件
数
１
０
３
９
件
（
11 
月
30 
日
現
在
。
前
号
掲
載
済
み
の
も
の
は
除
く
。
順
不
同
・
敬
称
略
）

義
援
金 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
町
内
で
被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
支
援
や
再
建

の
た
め
に
、
被
災
の
程
度
に
応
じ
て
直
接
被

災
さ
れ
た
方
に
お
届
け
し
ま
す
）

【
300
万
円
】
土
屋
特
殊
農
機
具
製
作
所

（
帯
広
市
）、
匿
名
の
方
【

183
万
９
２
７

円
】
東
根
市
長
、
東
根
市
区
長
協
議

会
連
合
会
長
（
山
形
県
）【

150
万
円
】

M
S
＆
A
D
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（株）
（
東
京
都
）

【
50
万
円
】

（株）
N
T
T
ド
コ
モ
（
東
京

都
）、
全
国
友
の
会
（
同
）、
東
根
市
（
山

形
県
）【
35
万
円
】
日
本
共
産
党
北
海

道
委
員
会
（
札
幌
市
）【
10
万
円
】
東

根
市
議
会
議
員
厚
生
会 

会
長 

秋
葉
征

士
（
山
形
県
）、
N
P
O
法
人
ハ
ー
ト

ブ
レ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
阪
府
）、

ア
キ
ヤ
マ 

ケ
ン
イ
チ
【
７
万
５
千
円
】

北
海
道
第
２
教
区
浄
土
宗
青
年
会 

稲

垣
良
孝
（
旭
川
市
）【
７
万
４
５
９
３

円
】
十
勝
復
旧
が
ん
ば
ろ
う
集
会
実
行

委
員
会
（
帯
広
市
）【
５
万
１
０
１
０

円
】
シ
ン
ト
ク
コ
ウ
コ
ウ
ダ
イ
１
【
５
万

円
】
デ
ビ
ッ
ト
・
リ
ス
ゴ
ー
、
池
之
上

靖
子
（
鹿
児
島
県
）、
イ
イ
ヌ
マ 

サ
ト

シ
【
４
万
円
】
チ
ュ
ウ
オ
ウ
ク
ニ
シ

レ
ン
ゴ
【
３
万
円
】
ト
ザ
ワ 

ア
ツ
シ
、

ム
ラ
ヤ
マ 

カ
ズ
ヒ
サ
、
ヤ
マ
モ
ト 

シ

ン
ゴ
【
１
万
２
千
円
】
セ
イ
チ
ョ
ウ
ノ

イ
エ 

オ
ビ
【
１
万
１
千
円
】

（株）
藤
丸

（
帯
広
市
）【
１
万
円
】
朝
倉
勝
（
新
得

町
）、
稲
田
一
郎
（
幕
別
町
）、
春
口
節

子
（
埼
玉
県
）、

（株）
三
兼
製
作
所
（
札

幌
市
）、
篠
木
政
廣
（
江
別
市
）、
岩

瀬
秀
夫
（
東
京
都
）、
石
川
尚
樹
（
音

更
町
）、
カ
ワ
セ 

コ
ウ
ジ
、
ク
ロ
ウ
ジ 

カ
ズ
エ
、
ク
リ
ヤ
マ
チ
ョ
ウ
シ
ャ
カ
イ

フ
【
５
２
７
０
円
】
共
働
学
舎
新
得
農

場 
ミ
ン
タ
ル
募
金
箱
（
新
得
町
）【
５
千

円
】
吉
田
浩
之
（
三
重
県
）、
筒
井
栄

子
（
東
京
都
）、
錦
織
美
音
子
（
同
）、

矢
富
博
之
（
札
幌
市
）【
３
千
円
】
原

沢
尚
子
（
群
馬
県
）、
本
間
徹
（
神
奈

川
県
）【
２
千
円
】
阿
蘇
友
也
（
東
京
都
）

【
201
円
】
大
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

実

行
委
員
長 

安
久
津
充
政

寄
附
金 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
道
路
の
再
建
な
ど
町
が
行
う
災
害
復
旧
、
復

興
事
業
の
財
源
と
し
て
、
ま
た
用
途
を
指
定

さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
用
途
で
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

【
300
万
円
】
匿
名
の
方
【

190
万
円
】
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
台
風
災
害
義
援
金
募
金
活

動
会
（
札
幌
市
）
【
50
万
円
】
絵
本
作

家 

宮
西
達
也
【
30
万
円
】
三
洋
興
熱

（株） 

取
締
役
社
長 

笹
井
祐
三
（
帯
広
市
）

【
20
万
円
】
ダ
ス
キ
ン
オ
ビ
ヒ
ロ

（株） 

代

表
取
締
役 

小
川
和
幸
（
帯
広
市
）、

（株）

N
J
S
札
幌
事
務
所 

所
長 

蒲
谷
靖
彦

（
札
幌
市
）
【
６
万
４
千
円
】
北
海
道
町

村
会
※
熊
本
県
町
村
会
か
ら
の
災
害
見

舞
金
配
分
【
５
万
円
】
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
帯
広
み
ど
り 

会
長 

小
林
容
子

（
帯
広
市
）、
第
一
法
規

（株） 

代
表
取
締

役
社
長 

田
中
英
弥
（
東
京
都
）、

（株）
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
札
幌

市
）、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
選
手
会
（
札
幌
市
）【
3
万
円
】
水

戸
部
正
志
（
埼
玉
県
）、
秋
山
亨
（
愛

知
県
）【
１
万
円
】

（株）
ア
ル
カ
デ
ィ
ア 

代
表
取
締
役 

天
白
成
一
（
大
阪
府
）、

宮
越
悦
子
（
東
京
都
）

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
緊
急
寄
付
分

【
20
万
円
】
伊
藤
勇
（
東
京
都
）
【
10
万

円
】
匿
名
の
方
（
神
奈
川
県
）【
５
万
円
】

片
山
伸
児
（
静
岡
県
）、
宮
下
晃
一
（
福

井
県
）、
匿
名
の
方
（
東
京
都
）【
２
万

円
】
匿
名
の
方
（
埼
玉
県
）【
１
万
円
】

岡
本
了
香
（
東
京
都
）、
堺
谷
潤
（
同
）、

今
田
毅
（
同
）、
五
十
嵐
央
祥
（
同
）、

西
村
修
（
広
島
県
）、
田
中
厚
夫
（
福

岡
県
）
、
匿
名
の
方
（
神
奈
川
県
、
千

葉
県
、
釧
路
市
、
江
別
市
）【
５
千
円
】

塩
谷
弘
毅
（
兵
庫
県
）、
匿
名
の
方
（
大

阪
府
、
京
都
府
、
東
京
都
２
人
、
帯
広
市
）

【
２
千
円
】
匿
名
の
方
（
静
岡
県
）【
他
、

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
11
人
】

※
銀
行
振
り
込
み
さ
れ
た
場
合
、
氏
名

の
カ
タ
カ
ナ
表
記
や
、
氏
名
の
途
中
で

切
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
こ
と
を

ご
了
承
願
い
ま
す
。

友
好
都
市  

山
形
県
東
根
市
か
ら
善
意
の
寄
付
と

美
味
し
い
贈
り
物
が
届
く

児
童
ら
に
り
ん
ご
「
ふ
じ
」
と
洋
梨
「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

友
好
都
市
で
あ
る
山
形
県
東
根
市
の

土
田
正
剛
市
長
ほ
か
５
人
が
11
月
11
日

に
来
町
し
、
台
風
災
害
に
際
し
て
の
義

援
金
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
来
町
し
た
の
は
、
土
田
市
長
、

東
根
市
区
長
協
議
会
連
合
会 

吉
田
政
志

会
長
、
高
崎
地
区
区
長
協
議
会 

佐
藤
登

会
長
、
東
根
市
役
所
総
務
部
庶
務
課 

高

橋
課
長
と
東
海
林
課
長
補
佐
の
５
人
で
、

土
田
市
長
ら
は
浜
田
町
長
の
元
を
訪
れ
、

被
災
状
況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
東
根

市
民
の
善
意
と
し
て
集
め
ら
れ
た
義
援

金
の
目
録
を
浜
田
町
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
学
生
の
学

校
給
食
用
に
り
ん
ご
の
「
ふ
じ
」、
持
ち

帰
り
用
に
洋
梨
の
「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」

が
配
ら
れ
ま
し
た
。
土
田
市
長
ら
は
屈

足
南
小
学
校
を
訪
れ
児
童
ら
に
、「
果
樹

王
国
東
根
市
の
晩
秋
の
果
物
、
ふ
じ
と

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
を
食
べ
て
元
気
で
生
活

し
て
欲
し
い
。
た
く
さ
ん
果
物
を
食
べ

て
」
と
挨
拶
。
代
表
し
て
６
年
生
の
清

水
千
晴
さ
ん
か
ら
「
一
昨
年
、
給
食
で

い
た
だ
い
た
さ
く
ら
ん
ぼ
が
す
ご
く
美

味
し
く
て
笑
顔
に
な
っ
た
。
今
日
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
を
し
、

児
童
全
員
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

リンゴを手に笑顔を見せる屈足南小の児童

リンゴと洋梨を手渡す吉田会長 義援金の目録を手渡す土田市長

　

町
で
は
、
今
回
の
台
風
10
号
の
大
雨

災
害
に
お
け
る
町
災
害
対
策
本
部
の
対

応
な
ど
を
町
民
を
交
え
た
台
風
10
号
大

雨
災
害
検
証
委
員
会
を
設
置
し
、
現
在
、

検
証
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
は
、
新
得
、
屈
足
地
区
の

連
合
町
内
会
長
や
避
難
指
示
町
内
会
の

会
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
、

新
得
警
察
署
地
域
課
長
な
ど
の
10
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
14
日
か
ら
庁
舎
内
で
の
検
証
作

業
を
開
始
し
、
庁
舎
内
検
証
報
告
書
を

作
成
。
同
委
員
会
で
は
、
そ
の
報
告
書

を
も
と
に
、
住
民
側
か
ら
見
た
課
題
や

今
後
の
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
提
言
を

加
え
、
来
年
の
３
月
下
旬
に
検
証
報
告

書
と
し
て
町
民
へ
公
表
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

今
後
の
災
害
に
備
え

　
　
検
証
作
業
が
進
む

町
民
を
交
え
た
大
雨
災
害
検
証
委

が
３
月
末
ま
で
に
検
証
報
告
書

鉄
路
の
復
旧
が

　
　
ま
た
一
歩
近
づ
く

パ
ン
ケ
シ
ン
ト
ク
川
に
J
R
鉄

橋
の
架
設
が
行
わ
れ
る

　

J
R
石
勝
線
の
パ
ン
ケ
シ
ン
ト
ク
川

に
架
か
る
下
新
得
川
橋
り
ょ
う
の
復
旧

工
事
が
進
む
11
月
14
日
、
巨
大
ク
レ
ー

ン
を
使
っ
た
橋
桁
の
設
置
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
橋
桁
（
長
さ
35
メ
ー

ト
ル
、
幅
５
・
８
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
64
ト

ン
）
は
、
胆
振
管
内
の
橋
り
ょ
う
改
築

工
事
に
使
う
予
定
だ
っ
た
も
の
を
転
用

し
た
も
の
で
、
従
来
あ
っ
た
橋
脚
部
分

は
無
く
、
両
端
の
橋
台
で
支
え
る
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
増
水
時
の
川
の
影
響

を
受
け
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
J
R

北
海
道
で
は
、
J
R
石
勝
線
の
年
内
の

復
旧
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。巨大な 1200t クレーンを使って鉄橋を架けた

友好都市　山形県東根市から善意の寄付と美味しい贈り物が届く　ほか 町民と町長との懇談会「ぽっかぽか心トーク」

日
頃
の
思
い
を
聴
か
せ

て
く
だ
さ
い

町
民
と
町
長
と
の
懇
談
会
「
ぽ

っ
か
ぽ
か
心
ト
ー
ク
」

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
思
い
を
町 

長
が
直
接
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
「
ぽ
っ 

か
ぽ
か
心
ト
ー
ク
」が
11
月
21
、22
、30
日
、

12
月
１
日
の
日
程
で
４
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
台
風
災
害
の
経
過
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
後
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク

で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
意
見
の
内
容
や
町
の
考
え
方
な
ど

は
後
日
、
各
町
内
会
へ
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
限
ら
ず
各
種
グ
ル

ー
プ
、
住
民
団
体
な
ど
概
ね
5
人
以
上

の
集
ま
り
で
ご
希
望
が
あ
れ
ば
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
広

報
広
聴
係
（
64 

・
0
5
2
1
）
ま
で
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